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 各 位 
会 社 名 abc 株式会社 

代表者名 代表取締役社長 松田 元 

（コード：8783、スタンダード市場） 

問合せ先 経営企画部 部長 谷井 篤史 

                                https://www.abc.co.jp/form/corp/ 

 

 

個別業績における営業外費用及び特別利益、特別損失計上並びに 

個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、2026年８月期（2025年９月１日～2026年８月 31日）の個

別業績につきまして、前期実績値との差異に関するお知らせ並びに営業外費用及び特別損失、特別利

益を計上しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当社連結子会社に対する貸付についての営業外費用の計上  

(１) 貸倒引当金繰入額の計上 

 当社から連結子会社に対する残存する貸付金について、一部子会社の債務超過改善による貸倒引当金

戻入と差し引いた貸倒引当金繰入額として、単体業績における営業外費用として 409百万円を計上い

たします。 

 

 

２．2026年８月期、当社単体業績における特別利益及び特別損失の計上 

(１) 関係会社事業損失引当金戻入の計上 

当社子会社における関係会社事業損失引当金戻入額として、1,072百万円を計上いたします。 

 

(２) 関係会社事業損失引当金繰入の計上 

 当社子会社における関係会社事業損失引当金繰入額として、538百万円を計上いたします。 

 

 

３．連結業績への影響について 

 今回、１.２.に記載の営業外費用及び特別損失の計上につきましては、連結決算上消去されるた

め、2026年８月期連結業績に与える影響はございません。 

 

 

４．2026年８月期（通期)個別業績と前期（2025年８月期）実績値との差異 

（単位：百万円、円・銭）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前期実績値(A) 189 △886 855 535 19.31 

当期実績値(B) 548 △2,587 △5,696 △7,697 △208.30 

増減額(B-A) 359 △1,701 △6,551 △8,232  

増減率(％) 189.9 - - -  
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※前期実績値の一株当たり当期純利益は、2025年８月期における期中平均株式数：27,714,751株、当 

期実績値の一株当たり当期純利益は、2026年８月期における期中平均株式数：36,954,113株を用いて 

計算しております。 

  

 

５．差異の理由 

前事業年度は、決算期変更により 2025年４月１日から 2025年８月 31日までの５ヶ月間の変則決算

となっているため、前期実績値との比較は参考として記載しております。なお、営業利益、経常利益

及び当期純利益の増減率は、前期又は当期が損失であるため記載しておりません。 

 

当事業年度の売上高は 548百万円となりましたが、投融資事業における営業貸付金の回収可能性を

見直したことによる貸倒引当金繰入額 881百万円や、譲渡制限付株式報酬に係る株式報酬費用 140百

万円等を販売費及び一般管理費に計上したことなどにより、営業損失 2,587百万円となりました。 

 

経常損益につきましては、前期は暗号資産の売買益及び売買目的有価証券の運用益により経常利益

を計上いたしましたが、当事業年度は、2026年７月６日開催の取締役会において暗号資産ディーリン

グ事業からの全面撤退を決議し、2026年８月末までに保有暗号資産の売却・処分を完了した結果、暗

号資産売却損 410百万円及び暗号資産評価損 1,704百万円を営業外費用に計上いたしました。また、

上記１．に記載の連結子会社に対する貸付金に係る貸倒引当金繰入額 409百万円、株主優待ポイント

付与に伴う引当金繰入額 456百万円等を営業外費用に計上したことから、経常損失 5,696百万円とな

りました。 

 

当期純損益につきましては、上記２．に記載の関係会社事業損失引当金戻入額 1,072百万円及び関

係会社株式売却益 254百万円等の特別利益 1,437百万円を計上した一方で、主に Metabit株式会社株

式に係る関係会社株式評価損 1,625百万円、出資金評価損 961百万円、上記２．に記載の関係会社事

業損失引当金繰入額 538百万円及び投資有価証券評価損 249百万円等の特別損失 3,552百万円を計上

したことなどにより、当期純損失 7,697百万円となりました。 

 

当社は、価格変動リスクを伴う暗号資産のディーリング（運用）業務から全面的に撤退しており、

今後は法定通貨による安定的な収益を生み出す事業に経営資源を集中してまいります。 

 

 

   以 上 


